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Osteolysis発生の現況とbisphosphonateに よる抑制効果

九州大学整形外科 中 島 康 嗜

1 目  的

CementlessTHAを使用した10年以上経

過例のosteolysis発 生とその治療の現況を

調査 し、またその予防法または治療法とし

て注目されるbisphosphonateに ついて基

礎的および臨床的に検討した。

2 方  法

HCPを 使用し、 10年以上経過観察可能で

あつた91関飾についてosteolysisの 発生状

況を目査し、影響する因子について検討した。

暮腱的検討

2‐ l ln vitrO study:ヒ ト末梢血由来の

単球およびマウスマクロファージ様細胞に

チ タン合金粒子を暴■ し、一部には bi―

sphosphonateを 種々の濃度で加え、上清

中のTNF― αをEL:SA法にて測定した。

2‐2 1n vivo study:マ ウス頭蓋骨に小

孔を作成し、その部位に怪5μ m以下の超

高分子量ポリエチレン粒子およびチタン合

金粒子を埋入した、10日 後に組織標本とし

た後に骨吸収部をNIH― imageに て定量化し,

bisphosphOnateの 効果について検討した。

臨床的検討

HCP使用例の内、画像上 osteolysis を

有し、骨粗盤症のためダイ ドロネルを投与

されている例と非投与群におけるosteoly‐

sisの 進行について比較した。

3 結  果

l osteolysisの 発生は29関節、31%に

認められた。その内28関節は大麗骨側に存

在し、臼蓋側は1例のみであった。PEの摩

耗および術後経過年数がosteolysisの 発生

に有意な影書を有していた。

2‐ 1 チタン合金粒子によって量依存性

にTNF― aを 産生した。 bisphosphonate

投与によってTNF‐ αの産生は影響されな

かつた。

2‐2 粒子の埋入部には粒子を食食した

マクロファージと巨細胞からなる異物肉芽

目が形成され、それらは骨組織内に侵食し

ていた。粒子による骨吸収はbisphosphon

ate投与によって抑制された。

3 ダイ トロネル投与群と非投与群では

投与後 1年 において、osteolysisの 進行を

抑制する傾向はあるものの有意な差は認め

なかった。

4 枯  綸

人工股関節周囲のosteolysisは 術後 10年

以上において約30%に 出現 し、経年的に増

加する、基礎的検討では osteolysisを

bisphosphonateは 抑制したが、臨床例の

1年 間に検討では明らかな効果は示せなか

つた。今後も経過観察を必要とする。


